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一 　面谷村 　　　　　右同断 　　　□□
　　　　　
右に同断なり。


































































































































































































































































































































































































札」とは「法令、禁令などを板札に墨書きし、町辻、橋詰など人目につきやすい場所に掲示したもの」で、 「五代綱吉からは、将軍替わり後の最初の改元の際にのみ書き替えるという一代一回の制が採られ」 「綱吉時代の高札は天和元年（１６８１）五月、六代家宣のそれは正徳元年（１７１１） 発せられた」①とされる。「高札」の条文は一般に、 「定」として書き始められ、次いで行を改めて条文が記されて、条文が終ると、また改行して年号が記され、最後に「奉行」という語句で締めくくられているが、こうし 条文が次のよう 指示ととも 諸国に届けられたようである。
右之通、 御料は御代官、 私領は領主．地頭より村々ぇ相触、 高札相建有之村方は、






を持つ村の負担であり、また、 「高札」のサイズもほぼ決まっ いたようで 例えば「忠孝札」 幅は「五尺」とされていた⑤。そこでお呼びがかかると 「村」の役人が 高札」を用意しそれを携えて 幕府や藩 役所に出向き「墨入れ」してもらうという次第であったと思わ る⑥
二 　高札と巡見使
本書には、 「天和」 「元禄」 「正徳」といった江戸時代前期の年号が見られるが、
江戸時代には、五代将軍綱吉の頃から、 「将軍の代替わりごとに」 「幕府、私領を巡視してその政情・民情を復命させる」ために「特派され」た「巡見使」という「臨時職名」があった。これは天保九年（１８３８）まで続いたとされるが、この 巡見使」の主要な任務の一つが、 「高札」の確認であった。江戸時代における「高札」の意義については、
公儀御高札がきちんと掲げられているかという点が、幕府の支配が貫徹してい
るかどうかのメルクマールだったとされているのであり、藩の側でも巡見使からの高札場についての諮問にきちんと答えることができるように、村に指示してる事例もある⑦。
という指摘に尽きていようが、 「高札」の確認の仕方については、 「公儀御制札並びに高札何か所の事 　但し領主高札写し御指 出しこれ有るべく候。 」とあるように「巡見使からの尋問」にそなえて「事前」に作られた「答弁書」によって行われたようである⑧。
もっとも、これは天保九年 際の尾張藩の問い合わせに対する幕府の返答だが、
これまでの慣例に則ったものと見てよかろう。こうした「高札写 」が作成されたのは右のような次第 よるものであった うだが、 今一つには、 領内全ての「高札場」を回りきる が不可能 ったから もあろう。
本書も、記されている内容から見てこうした類の文書の写しと思われるが、年号








又、 「天和二年五月日」 の年号を持ついわゆる切支丹札の 「高札写」 の写真があり⑪、





本書に収録されている「高札」は「忠孝札」 「毒薬札」 「切支丹札 「捨馬札」 「人




























































































「高札場」は「七町間」 （現大野市）を起点として「大宮 」 「大久保村」と美濃街道を下り、左に折れて「折立村」 「中手 」 「山中村」 （現福井市 　旧美山町）を経て「小矢戸村」 （大野市）に戻り、 「 笹俣 」 「若子村」 「大納 」 「下秋生村」 「箱ケ瀬村」 「面谷 現 野市 旧大野郡） 等々の山中を抜けて、 「佐々村」 「織田 （現越前町）から 大橦浦」 「小橦浦」 （現越前町》へと至っているが、これが享保元年頃の大野藩の「高札」場の全てであったと思われる。而して、これらの「高札場」には、四十六枚の「高札」及び四枚の「浦高札」が










四 　「定 　七間町 　天和二年五月日」札（１） （８Ｐまで）
ここには、 「一」として七条、 「附」として二条あるが、 「一」については、
　一 　「忠孝」の奨励。　一 「倹約」の奨励。　一 「悪心」や「利欲」の心を持たないこと。　一 「喧嘩口論 の停止。等の、いわば道徳律とでも言うべきもの、及び、　一 　「盗賊「 「悪党」に関する「訴人」 奨励。　一 「行死罪（死刑執行」の際 馳集（見物） 」の禁止。更には、　一「人売買」の禁止及び「召仕下人 の「年季」は「十ケ年 に限ること等々の条文が記されている。











五 　「条々 　七間町 　天和二年五月」札（２） （９Ｐ～
15Ｐ）
ここには、 「條々」として、次のようにある。






５もそうしたことに関連した条文と思われるが、 そ 意味はよくわからない。 「新」
を 「邪」 とよむむきもあるが、 「邪作」 とい 語は辞書に見出せない。また、 「物」 が 「面」となっている資料もあるが、それでも意味が通じない。更に「商売」に関してであるが、 「６」に「諸色能商売 と の あわせると、これは「高売」の誤りではなかろうか（もっとも、書写者は明らかに「商売」と見ているのだが） 。「高売」は「凶年に富者がやすう買い置た米を取出て高売して（両足院本山谷抄１５００頃） 」の用例があり、 「たかく売ること」の意 される⑱ しかし、 それでも、この条文の意味ははっきりしな 。いずれにせよ ６．７と 関連からみて、不正な商売を禁止した条文ではあると思われる。







と見えるのを始めとして、寛永 二 ３５ 九月には、










七 　「覚 　七間町 　捨馬之儀 　十二月」 （
19～
20Ｐ）
ここは「覚」として書き出されており、 末尾も、 「十二月」とだけあって、 年号や「奉
行」の文字もない。 「覚」となっているのはこの条文だけで、他は皆「定」と書き出されているのだから、あるいは「定」の誤写なのかもしれない。また、年号及び「奉行」については、書写の段階で省略したものと思われ、 「十二月」は前の「高札」にある「天和二年」を指して ると考えられる。「捨馬」とは、先にも見たように、老化や病気で役に立たなくなった馬を、養育費削減のために野山に捨 ることらし が、この札がほぼ全地域に掲げられていることからすると、この現象は当時の深刻 問題の一つであったらしいことをうかがわせる。
















し料金）の禁止とその処分に言及し 「伝馬」役は相当の負担だったようで、天和二年（１６８２） 、 尾張藩では、 「負担に耐えられなくなった宿駅側の要請により」「伝馬銀」の助成が行われたという
。



























次は「一」として、その内容は左のとおり。最近「御城米船」の事故が多いゆえ、 今回諸事にわたり点検するよう。 「船足」 （喫
水線）を越えないように（積みすぎな ように）大阪の船は大阪奉行所そのほかの国はそこの代官から規定の場所に 「極印」 （喫水線を示す印か） を打ってもらい、 また、「船頭」や「水主」の人数を減らさぬようにして運航するように。かくして、港にいる船に関しては、 「船頭水主人数」及び 船足」の「極印」が「送状」 相違ないかどうか引き合わせ 必ず書面に記し置いて「上乗船 」に押印させ、それを保管し、天領は代官他 地頭に差し出すこと。更に 地頭はそれを御勘定奉行まで提出すること。
更に、 「極印」よりも「船足」が深く入っている に関しては、積んでいる米俵











たら、捕らえて長崎奉行所あるいは近くの代官または地頭に申し出ること。また、船中で にくいときは、どこへでも船を着けてそこの者に知らせて捕らえ、其の地に預け置いて長崎奉行所また 代官．地頭に（申告すべきこと） 。必ず御褒美あり。
一 　「ぬけ荷物買」の者を捕らえた「船頭水主」には「初より申合罪」を許し、 「舟貸」
の際の倍の御褒美を下さること。
　附 　船主と船頭が「相対」で舟を貸しても、 「水主」の働きによって、 「ぬけ荷」
を「申合」せた「船頭」を捕らえれば、 「水主」に「申合」の倍の御褒美あり。
一 　「ぬけ荷買取」の情報があれば、すぐに出向いて捕らえること。逃がすは罪科。










三 　「唐人」との「ぬけ荷」に関わる者を訴えれば、 たとえ同類でもその罪を許し、 申
合」の倍の御褒美を下さること。附 　これまで「ぬけ荷仕」る者を泊めたり、 「ぬけ荷を預かったり、あるいは手伝ったりした者でも、訴え出れば罪を許され御褒美を下さることは右に同じ。
十四 　「裏表紙」











『国史大辞典』 （吉川弘文舘 　１９９７） 「高札」条。
②
	



























































児玉幸多他編『新版 　史料による日本の歩み 　近世編 吉川弘文舘
	
１９９６） 　四九～五〇Ｐ。
	
②に同じ。一三四～一三五Ｐ。
	
①に同じ。
	
日本歴史地名大系
8『福井県の地名』 （平凡社 　１９８１）六七Ｐ。
	
①に同じ。
御領内御高札（越前国大野藩）
